
スマー
ト
農
業
に
弾
み（
耕
種
総
合
対
策
部
、耕
種
資
材
部
）

営
農
管
理
シ
ス
テ
ム「
Z

－

G
I
S
®」、

栽
培
管
理
支
援
シ
ス
テ
ム「
ザ
ル
ビ
オ
®フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」

仙台・都内の直営飲食店舗で
「宮城県産食材フェア」
（フードマーケット事業部）

今が旬！「えちごのいちごのプリンセス♪
越後姫」動画公開中（新潟県本部）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＪＡ熊本うきっ子ショップ

6-7面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

2
面

8

Web
限定

ハウスぶどう統一販売スタート
（山梨県本部）

「令和２年度ＪＡ全農多収コンテスト」
開催（米穀生産集荷対策部）

パックごはん事業に参入（米穀部）

福岡の高校生に八女茶配布
（福岡県本部）

「全農酪農セミナー2020」をWeb開催
（畜産生産部）

JAふくしま未来で
「訪問活動スキルアップ研修会」
（東北営農資材事業所）

海外拠点便り
全農グリーンリソース・タイ株式会社

4

5

2

3

生産基盤強化、品質保持に向けて稼働した野菜広域センター（２面）

全農とっとり野菜広域センター竣工
（鳥取県本部）

2021 4.26vol.959

Z-GISで共同防除の対象圃場を管理してい
るＪＡかみつが（6面）

ＪＡ加美よつばラドファが製造するパックごはん
（３面）



長
賞
最
優
秀
賞
に
は
兵
庫
県
の

J
A
兵
庫
六
甲
管
内
の
檜
田
幸

吉
さ
ん（
品
種
：
と
よ
め
き
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
菊
地
さ
ん

は「
こ
れ
ほ
ど
収
量
が
と
れ
た

こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
基
肥
と
穂
肥

を
し
っ
か
り
し
た

結
果
だ
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。高
収
量

を
実
現
し
た
参
加

者
は
、
土
づ
く
り

や
追
肥
を
し
っ
か

り
行
っ
て
い
ま
し

た
。

　

契
約
栽
培
の
取

り
組
み
は
、3
年

産
で
は
10
万
ト
ン

を
目
標
に
進
め
て

い
ま
す
。

News!

業務用米契約栽培 取り組み拡大へ
「令和２年度ＪＡ全農多収コンテスト」開催 米穀生産集荷対策部

　
全
農
は
、業
務
用
実
需
者
向
け
契
約
栽
培
の
多
収
品
種
の
栽
培
技
術

向
上
と
優
良
な
栽
培
事
例
の
水
平
展
開
を
目
的
と
し
、「
J
A
全
農
多

収
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。第
3
回
と
な
っ
た
令
和
2
年

産
で
は
、12
県
か
ら
4
4
2
人
の
生
産
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
全
農
会
長
賞
に
は
、
過
去
最

高
と
な
る
９
０
２
ｋ
ｇ
／
反

（
品
種
：
と
よ
め
き
）を
達
成
し

た
茨
城
県
の
J
A
水
戸
管
内

の
菊
地
茂
光
さ
ん
、
全
農
理
事

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
氷
詰
め
に
よ
る

品
質
保
持
を
目
的
に
、
鳥
取
県

本
部
と
Ｊ
Ａ
鳥
取
中
央
、
Ｊ
Ａ

鳥
取
西
部
が
共
同
事
業
方
式
で

運
営
を
行
う
県
内
初
の
施
設
で

す
。
県
本
部
が
全
量
買
い
取
る

こ
と
に
よ
り
農
家
所
得
の
安

定
化
も
期
待
さ
れ
、
初
年
度
は

26
万
５
０
０
０
ケ
ー
ス（
1

ケ
ー
ス
6
キ
ロ
）の
出
荷
を
目
指

し
ま
す
。

News!

「JA全農とっとり野菜広域センター」竣工
JA鳥取中央、JA鳥取西部と共同運営 鳥取県本部

　
鳥
取
県
本
部
は
、Ｊ
Ａ
鳥
取
中
央
、Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
と
共
同
で
運

営
す
る「
野
菜
広
域
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
、４
月
14
日
に
竣し
ゅ
ん
こ
う工式
を

行
い
ま
し
た
。

　
竣
工
式
に
は
、
関
係
者
30
人

が
出
席
し
ま
し
た
。施
主
と
し
て

尾
崎
博
章
県
本
部
長
が「
皆
さ

ま
と
と
も
に
こ
の
施
設
を
盛
り

立
て
、
生
産
者
の
手
取
り
安
定

に
つ
な
が
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　
野
菜
広
域
セ
ン
タ
ー
は
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
者
の
労
力
軽

減
に
よ
る
生
産
基
盤
強
化
、
発

コンテストの
詳細·受賞者は
こちらから

全
農
会
長
賞
を
受
賞
し
た
菊
地
さ
ん
（
右
か
ら
２
人
目
）、

同
理
事
長
賞
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
金
田
さ
ん
（
同
３
人

目
）

稼
働
し
た
野
菜
広
域
セ
ン
タ
ー

竣
工
式
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
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販
売
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
全
農
は
パ
ッ
ク
ご
は

ん
の
市
場
成
長
性
を
鑑
み
、
自

県
の
銘
柄
米
を
パ
ッ
ク
ご
は
ん

で
商
品
化
し
た
い
と
い
う
産
地

ニ
ー
ズ
や
、
中
食
外
食
事
業
者

の
需
要
増
へ
の
対
応
、
米
輸
出

拡
大
な
ど
の
観
点
か
ら
、
パ
ッ

ク
ご
は
ん
事
業
へ
の
参
入
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
パ
ッ
ク
ご
は
ん
事
業
の
成
長

戦
略
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
た

結
果
、
互
い
の
理
念
の
実
現
に

向
け
て
関
係
を
よ
り
一
層
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
と
の
共
通
認

識
と
な
り
、
出
資
に
至
り
ま
し

た
。

　
今
後
、
㈱
Ｊ
Ａ
加
美
よ
つ
ば

ラ
ド
フ
ァ
は
、２
０
２
２
年
度

（
令
和
4
年
度
）に
新
工
場
を
取

得
し
て
生
産
能
力
を
拡
大
し
、

「
ガ
ス
直
火
炊
き
製
法
」に
こ
だ

わ
っ
た
ご
は
ん
の
お
い
し
さ
、

商
品
力
の
高
さ
を
武
器
に
、
国

産
米
パ
ッ
ク
ご
は
ん
の
販
売
拡

大
を
図
り
ま
す
。

News!

パックごはん事業に参入
㈱JA加美よつばラドファに出資　　 米穀部

　
米
穀
部
は
4
月
1
日
、宮
城
県
の
Ｊ
Ａ
加
美
よ
つ
ば
が
保
有
す
る
㈱

Ｊ
Ａ
加
美
よ
つ
ば
ラ
ド
フ
ァ
の
全
株
式
の
う
ち
約
7
割
を
取
得
し
、パ
ッ

ク
ご
は
ん
事
業
に
参
入
し
ま
し
た
。

　

㈱
Ｊ
Ａ
加
美
よ
つ
ば
ラ
ド

フ
ァ
は
Ｊ
Ａ
加
美
よ
つ
ば
が

１
９
９
３
年（
平
成
5
年
）に
設

立
し
た
会
社
で
、「
ガ
ス
直
火
炊

き
」、「
し
ゃ
り
切
り
」と
い
っ
た

米
の
お
い
し
さ
を
最
大
限
に
引

き
出
す
独
自
製
法
に
よ
り
、
27

年
間
、
パ
ッ
ク
ご
は
ん
の
製
造

入
れ
た
緑
茶（
リ
ー
フ
茶
）」の

魅
力
を
再
発
見
し
て
も
ら
い
、

併
せ
て
、
福
岡
の
八
女
茶
の
販

売
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
し
た
。
反

響
は
大
き
く
、「
初

め
て
急
須
で
淹
れ

ま
し
た
」「
八
女
茶

の
こ
と
が
理
解
で

き
ま
し
た
」「
お
い

し
い
お
茶
、
ど
こ

で
買
っ
た
ら
い
い

か
」な
ど
、
問
い
合

わ
せ
や
手
紙
を
多

数
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
の
若
年

層
へ
の
茶
需
要
の

拡
大
に
期
待
し
ま

す
。

News!

福岡の高校生に「八女茶」飲んで
若年層への需要拡大に期待 福岡県本部

　
福
岡
県
本
部
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

経
済
活
動
の
低
迷
と
消
費
の
減
退
を
受
け
、県
内
の
八
女
茶
販
売
業

者
と
茶
生
産
者
の
需
要
喚
起
を
図
る
た
め
、令
和
2
年
度
茶
販
売
促

進
緊
急
対
策
事
業
を
活
用
し
、「
全
国
高
等
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
連
盟
」

に
加
盟
し
て
い
る
県
内
の
86
高
校
へ
八
女
茶
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
「
福
岡
の
八
女
茶
」を
題
材
と

し
た
体
験
活
動
を
提
案
し
、
若

年
層
に
向
け
て「
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
緑
茶
」と
は
違
う「
急
須
で

高
校
に
配
布
し
た
八
女
茶
と
生
徒
か
ら
の
お
礼
の
色
紙

「福岡の八女茶」
については
こちら

㈱
Ｊ
Ａ
加
美
よ
つ
ば
ラ
ド
フ
ァ
が
製
造
す

る
パ
ッ
ク
ご
は
ん

3 2021 4.26 vol.959

JA
 Z

ennoh W
eekly

ニ
ュ
ー
ス
＆
ト
ピ
ッ
ク
ス



は
不
十
分
だ
。
こ
の
研
修
会
を

通
じ
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る

『
J
A
の
訪
問
活
動
』に
つ
な
げ

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。こ
の
研

修
会
を
提
案
し
た
同
県
本
部
は

「
全
農
は
J
A
の
出
向
く
活
動
を

支
援
し
ま
す
。組
合
員
宅
へ
の
同

行
訪
問
も
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

ヘ
ザ
ー
氏
に
は
マ
イ
ナ
ー
研
究

所
の
試
験
デ
ー
タ
や
最
新
の
知

見
を
交
え
な
が
ら
、
移
行
期
の

栄
養
を
中
心
と
し
た
給
与
飼

料
、
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
さ
せ
る

群
編
成
・
分
娩
房
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
、
現
場
で
実
践
で
き
る
内

容
を
多
く
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

News!

News!

JAふくしま未来で「訪問活動スキルアップ研修会」

「全農酪農セミナー 2020」をWeb開催

県本部が研修会提案し、エール

移行期の飼養管理と子牛の衛生対策詳しく

東北営農資材事業所

畜産生産部

　
福
島
県
本
部
と
J
A
ふ
く
し
ま
未
来
は
、営
農
経
済
担
当
職
員
対

象
の「
組
合
員
へ
の
訪
問
活
動
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
」を
3
月
5
、

10
日
に
開
き
ま
し
た
。

　
畜
産
生
産
部
は「
全
農
酪
農
セ
ミ
ナ
ー
2
0
2
0
」を
3
月
3
～
26

日
に
W
e
b
で
配
信
し
ま
し
た
。今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、初
め
て

の
W
e
b
開
催
と
な
り
ま
し
た
。全
国
か
ら
生
産
者
や
J
A
関
係
者

ら
、約
4
0
0
人
が
視
聴
し
ま
し
た
。

　
管
理
者
は
職
員
の「
育
て
る

力
」、職
員
は
組
合
員
の
皆
さ
ん

と
の
対
話
力
、提
案
力
の
向
上
を

目
的
に
、
㈱
コ
ン
パ
ス
の
鈴
木

進
介
氏
を
講
師
に
招
き
、
研
修

し
ま
し
た
。J
A
の
佐
藤
博
元
常

務
は
あ
い
さ
つ
で「
組
合
員
の

皆
さ
ん
は
J
A
に
期
待
し
て
い

る
。今
ま
で
の
取
り
組
み
だ
け
で

　
全
農
と
共
同
研
究
を
実
施
し

て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
マ
イ
ナ
ー
農
業
研
究
所
、

ヘ
ザ
ー
・
ダ
ン
博
士
よ
り「
移

行
期
管
理
を
成
功
さ
せ
る
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
」、
家
畜
衛
生

研
究
所
の
齋
藤
仁
職
員
よ
り

「
全
農
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
活
用
し

た
呼
吸
器
病
対
策
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
配
信
し
ま
し
た
。

管
理
職
45
人
が
参
加
し
た
３
月
５
日
の
研
修
と
一
般
職
38
人
が
参
加
し
た
１０
日
の

研
修

講演したヘザー博士
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　タイ料理というと、トムヤムクンやグリーンカレーを連想されると思いま
すが、海の幸、山の幸もおすすめです。山の幸は北部のチェンマイ
やチェンライに行くと、メニューに「オードブル」という名前の料理が目に
つきますが、これはタイ語では「ナムプリックヌン」と言います。ゆで野
菜やソーセージなどをナスで作ったソースにつけて食べる、まさに大皿
のおつまみのような料理です。ビールに合うことは言うまでもありません。

イチオシ現地食

　全
農
グ
リ
ー
ン
リ
ソ
ー
ス・
タ
イ

株
式
会
社
の
事
業
内
容
の
前
に
、

そ
の
歴
史
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。改
め
て
振
り
返
れ

ば
、そ
れ
は
ま
さ
に
協
同
組
合
貿

易
の
歴
史
と
い
っ
て
よ
い
か
と
思

い
ま
す
。

　当
社
は
1
9
6
4（
昭
和
39
）

年
7
月
、組
合
貿
易
バ
ン
コ
ク
駐
在

員
事
務
所
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し

た
。も
と
も
と
は
タ
イ
産
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
を
安
定
的
に
輸
入
す
る
た
め
、

当
時
の
全
購
連
、組
合
貿
易
が
タ

イ
協
同
組
合
関
係
者
と
協
議
を

重
ね
る
な
か
で
誕
生
し
た
も
の
で

し
た
。そ
の
後
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
協

同
組
合
間
取
引
の
拡
大
に
と
も
な

い
、同
駐
在
員
事
務
所
は
66（
昭
和

41
）年
8
月
、支
店
に
昇
格
、69（
昭

和
44
）年
8
月
に
は
タ
イ
側
の
全

国
連
合
会（
現
在
の
タ
イ
国
農
業

協
同
組
合
連
合
会
、以
下
A
C
F

T
）も
設
立
さ
れ
ま
し
た
。翌
、70

（
昭
和
45
）年
に
は
日
本
側（
組
合

貿
易
と
ク
ミ
ア
イ
化
学
の
均
等
出

資
）と
タ
イ
側
A
C
F
T
の
出
資

に
よ
り
、現
在
当
社
の
最
大
の
取

引
先
で
あ
る
T・J・C・
ケ
ミ
カ
ル

社
が
設
立
さ
れ
ま
す
。

　当
社
の
取
り
扱
い
品
目
は
T・

J・C・
ケ
ミ
カ
ル
社
向
け
農
薬
原

体
の
輸
入
が
柱
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
他
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
輸
入
、

T・J・C・
ケ
ミ
カ
ル
社
が
製
造
を

受
託
し
て
い
る
薬
剤
の
原
料
輸

入
及
び
製
品
の
輸
出
、ま
た
取
引

仲
介
業
務
と
し
て
、飼
料
副
原
料

と
な
る
全
農
向
け
糖
蜜
、タ
ピ
オ

カ
ペ
レ
ッ
ト
、ま
た
全
農
グ
リ
ー
ン

リ
ソ
ー
ス
本
社
向
け
で
は
米
麦
用

フ
レ
コ
ン
お
よ
び
原
反
、冷
凍
濃

縮
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
果
汁
、パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
ピ
ュ
ー
レ
ー
な
ど
を
扱
っ
て
い

ま
す
。

全
農
グ
リ
ー
ン
リ
ソ
ー
ス・タ
イ
株
式
会
社

ス タ ッ フ に 聞 く

海外拠点

便り

農
薬
原
体
の
輸
入
業
務
柱
に

協
同
組
合
貿
易
の
60
年
近
い
歴
史
刻
む

ビールに合う
「ナムプリックヌン」

現地スタッフの
社内ランチ

全農グリーンリソース・
タイがあるオフィスビル
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ス
マ
ー
ト
農
業
に
弾
み

営農管理システム「Ｚ-ＧＩＳ®」

パ
ソ
コ
ン
上
で
営
農
情
報
管
理

用
者
に
知
ら
せ
ま
す
。
水
稲
で

は
、
天
候
の
推
移
か
ら
Ａ
Ｉ
が

判
断
し
、「
い
も
ち
病
の
発
生

リ
ス
ク
が
高
まって
い
る
」
と
いっ

た
病
害
ア
ラ
ー
ト
を
発
出
し
ま

す
。
大
豆
向
け
に
は
雑
草
発

生
の
予
測
機
能
を
備
え
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
人
工
衛
星
撮
影

画
像
を
解
析
し
て
「
見
え
る

化
」
し
た
生
育
マッ
プ
を
、
パ
ソ

コン
や
スマ
ー
ト
フ
ォン
か
ら
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ザ
ル
ビ
オ

に
は
、
相
手
の
承
認
を
得
た
う

え
で
、
他
の
生
産
者
の
圃
場
や

作
付
け
情
報
を
閲
覧
で
き
る

機
能
が
あ
り
ま
す
。Ｊ
Ａ
が
こ

の
機
能
を
使
う
こ
と
で
、
営
農

指
導
の
効
率
化
が
期
待
で
き

ま
す
。
組
合
員
に
ザ
ル
ビ
オ
上

で
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

ザ
ル
ビ
オ
は
高
精
度
な
予
測

を
実
現
す
る
た
め
に
国
内
外
の

生
育
に
関
す
る
デ
ー
タ
、
学
術

論
文
の
文
献
デ
ー
タ
を
基
に
機

械
学
習
に
よって
強
化
し
た
Ａ

Ｉ
を
駆
使
し
て
、
生
産
者
の
栽

培
管
理
上
の
意
思
決
定
を
サ

Ａ
Ｉ
が
病
害
、雑
草
発
生
、生
育
を
予
測
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ド
イ
ツ
の
Ｂ

Ａ
Ｓ
Ｆ
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ミ
ン
グ

社
が
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
で
、

海
外
で
は
２
０
１
７
年
に
サ
ー

ビ
ス
が
始
ま
り
、
現
在
は
世
界

１６
カ
国
５
０
０
万
㌶
以
上
の
農

地
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
農
と
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
は

４
月
１
日
に
ザ
ル
ビ
オ
を
紹
介

す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開

き
、
ザ
ル
ビ
オ
の
機
能
、
全
農

の
スマ
ー
ト
農
業
戦
略
を
説
明

す
る
と
と
も
に
、
ザ
ル
ビ
オ
を

使
用
し
た
４
人
の
農
業
者
イ
ン

タ
ビュー
を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョン
を
行
い
ま
し
た
。

生
産
者
、Ｊ
Ａ
、
企
業
な
ど
か

ら
５
０
０
人
近
く
が
参
加
し
、

参
加
者
の
６
割
が
ア
ン
ケ
ー
ト

に
「
た
い
へ
ん
満
足
」「
満
足
」

と
回
答
し
ま
し
た
。

ザ
ル
ビ
オ

は
７
月
末
ま

で
は
す
べて
の

機
能
が
無
料

で
利
用
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に

ご
利
用
く
だ

さ
い
。

４
月
１
日
に
開
き
約
5
0
0
人
が
参
加
し
た

「
ザ
ル
ビ
オ
®
フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

Ｊ
Ａ
か
み
つ
が
で
は
Ｚ
‐Ｇ
Ｉ
Ｓ
®
で
共
同
防
除
の
対
象
圃
場
を
管
理
し
て
い
る

栽培管理支援システム
「ザルビオ®フィールドマネージャー」

ザルビオ®フィールド
マネージャーの紹介ちらし
ザルビオ®フィールド
マネージャーの紹介ちらし

全
農
は
Ｚ‐Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
続
い
て

「
ｘ
ａ
ｒ
ｖ
ｉ
ｏ
® 

Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ 

Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｒ（
ザ
ル
ビ
オ
®

フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
以

下
ザ
ル
ビ
オ
）」
の
日
本
国
内
へ

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
４
月
１
日

か
ら
始
め
ま
し
た
。「
ザ
ル
ビ
オ
」

は
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
て
病
害
や
雑

草
の
発
生
、
生
育
ス
テ
ー
ジ
を

予
測
す
る
Wｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
で

す
。
ザ
ル
ビ
オ
の
地
図
に
圃
場

の
位
置
、
播
種
日
や
移
植
日
、

品
種
な
ど
を
登
録
す
る
と
、

例
え
ば
幼
穂
分
化
期
、
出
穂

期
に
達
す
る
日
を
事
前
に
利

は  

し
ゅ

ザルビオ®
フィールドマネージャーの
詳細はこちら

る
圃
場
だ
け
を
抽
出
す
る
、

色
分
け
・
抽
出
し
た
地
図
を

印
刷
す
る
な
ど
の
作
業
が
効

率
的
に
行
え
ま
す
。

こ
う
し
た
機
能
は
Ｊ
Ａ
に

と
っ
て
も
便
利
で
す
。
栃
木

県
の
Ｊ
Ａ
か
み
つ
が
日
光
営

農
経
済
セ
ン
タ
ー
は
、
無
人
ヘ

リ
で
防
除
す
る
約
６
０
０
０

枚
の
水
稲
圃
場
を
Ｚ‐Ｇ
Ｉ
Ｓ

に
入
力
し
、
共
同
防
除
の
申

し
込
み
や
集
計
の
労
力
を
大

幅
に
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

担
い
手
の
大
規
模
化
に
伴

い
、
白
地
図
に
圃
場
を
手
書

き
す
る
従
来
の
方
法
で
は
、

作
付
け
や
作
業
の
情
報
管
理

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
Ｚ

‐Ｇ
Ｉ
Ｓ
®
」
を
利
用
す
る
と
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
電
子
地

図
と
Ｍ
ｉｃｒｏｓｏ
ｆ
ｔ 

Ｅｘｃ

ｅ
ｌ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
ひ
も

付
け
し
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
営
農

情
報
を
管
理
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
作
物
別
に
地
図
を

色
分
け
す
る
、
今
週
防
除
す

ほ 

じ
ょ
う

そ

さ
いま
し
た
。Ｊ
Ａ
に
出
荷
す
る
蔬

菜
組
合
の
圃
場
を
Ｚ‐Ｇ
Ｉ
Ｓ

に
登
録
し
生
産
状
況
を
管
理

す
る
、
水
稲
新
品
種
の
栽
培

圃
場
を
入
力
し
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー

と
共
有
す
る

な
ど
、
各
地

で
活
用
が
進

ん
で
い
ま
す
。

Ｚ－ＧＩＳ®の
詳細はこちら

　農
家
の
高
齢
化
や
労
働
力
不
足
が
深
刻
に
な
る
中
、

農
作
業
の
効
率
化
や
省
力
化
は
喫
緊
の
課
題
と
な
り
、

課
題
解
決
の
方
策
と
し
て
ス
マ
ー
ト
農
業
に
期
待
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
全
農
は
、
独
自
の
営
農
管
理
シ
ス
テ

ム「
Z-

G
I
S
®
」の
普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
耕
種
総
合
対
策
部
】

【
耕
種
資
材
部
】

「
ザ
ル
ビ
オ
®フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」

で
作
成
し
た
施
肥
マ
ッ
プ
を
も
と
に
可
変

散
布
が
可
能
な
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
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ス
マ
ー
ト
農
業
に
弾
み

営農管理システム「Ｚ-ＧＩＳ®」

パ
ソ
コ
ン
上
で
営
農
情
報
管
理

用
者
に
知
ら
せ
ま
す
。
水
稲
で

は
、
天
候
の
推
移
か
ら
Ａ
Ｉ
が

判
断
し
、「
い
も
ち
病
の
発
生

リ
ス
ク
が
高
まって
い
る
」
と
いっ

た
病
害
ア
ラ
ー
ト
を
発
出
し
ま

す
。
大
豆
向
け
に
は
雑
草
発

生
の
予
測
機
能
を
備
え
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
人
工
衛
星
撮
影

画
像
を
解
析
し
て
「
見
え
る

化
」
し
た
生
育
マッ
プ
を
、
パ
ソ

コン
や
スマ
ー
ト
フ
ォン
か
ら
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ザ
ル
ビ
オ

に
は
、
相
手
の
承
認
を
得
た
う

え
で
、
他
の
生
産
者
の
圃
場
や

作
付
け
情
報
を
閲
覧
で
き
る

機
能
が
あ
り
ま
す
。Ｊ
Ａ
が
こ

の
機
能
を
使
う
こ
と
で
、
営
農

指
導
の
効
率
化
が
期
待
で
き

ま
す
。
組
合
員
に
ザ
ル
ビ
オ
上

で
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

ザ
ル
ビ
オ
は
高
精
度
な
予
測

を
実
現
す
る
た
め
に
国
内
外
の

生
育
に
関
す
る
デ
ー
タ
、
学
術

論
文
の
文
献
デ
ー
タ
を
基
に
機

械
学
習
に
よって
強
化
し
た
Ａ

Ｉ
を
駆
使
し
て
、
生
産
者
の
栽

培
管
理
上
の
意
思
決
定
を
サ

Ａ
Ｉ
が
病
害
、雑
草
発
生
、生
育
を
予
測
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ド
イ
ツ
の
Ｂ

Ａ
Ｓ
Ｆ
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ミ
ン
グ

社
が
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
で
、

海
外
で
は
２
０
１
７
年
に
サ
ー

ビ
ス
が
始
ま
り
、
現
在
は
世
界

１６
カ
国
５
０
０
万
㌶
以
上
の
農

地
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
農
と
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
は

４
月
１
日
に
ザ
ル
ビ
オ
を
紹
介

す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開

き
、
ザ
ル
ビ
オ
の
機
能
、
全
農

の
スマ
ー
ト
農
業
戦
略
を
説
明

す
る
と
と
も
に
、
ザ
ル
ビ
オ
を

使
用
し
た
４
人
の
農
業
者
イ
ン

タ
ビュー
を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョン
を
行
い
ま
し
た
。

生
産
者
、Ｊ
Ａ
、
企
業
な
ど
か

ら
５
０
０
人
近
く
が
参
加
し
、

参
加
者
の
６
割
が
ア
ン
ケ
ー
ト

に
「
た
い
へ
ん
満
足
」「
満
足
」

と
回
答
し
ま
し
た
。

ザ
ル
ビ
オ

は
７
月
末
ま

で
は
す
べて
の

機
能
が
無
料

で
利
用
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に

ご
利
用
く
だ

さ
い
。

４
月
１
日
に
開
き
約
5
0
0
人
が
参
加
し
た

「
ザ
ル
ビ
オ
®
フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

Ｊ
Ａ
か
み
つ
が
で
は
Ｚ
‐Ｇ
Ｉ
Ｓ
®
で
共
同
防
除
の
対
象
圃
場
を
管
理
し
て
い
る

栽培管理支援システム
「ザルビオ®フィールドマネージャー」

ザルビオ®フィールド
マネージャーの紹介ちらし
ザルビオ®フィールド
マネージャーの紹介ちらし

全
農
は
Ｚ‐Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
続
い
て

「
ｘ
ａ
ｒ
ｖ
ｉ
ｏ
® 

Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ 

Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｒ（
ザ
ル
ビ
オ
®

フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
以

下
ザ
ル
ビ
オ
）」
の
日
本
国
内
へ

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
４
月
１
日

か
ら
始
め
ま
し
た
。「
ザ
ル
ビ
オ
」

は
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
て
病
害
や
雑

草
の
発
生
、
生
育
ス
テ
ー
ジ
を

予
測
す
る
Wｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
で

す
。
ザ
ル
ビ
オ
の
地
図
に
圃
場

の
位
置
、
播
種
日
や
移
植
日
、

品
種
な
ど
を
登
録
す
る
と
、

例
え
ば
幼
穂
分
化
期
、
出
穂

期
に
達
す
る
日
を
事
前
に
利

は  

し
ゅ

ザルビオ®
フィールドマネージャーの
詳細はこちら

る
圃
場
だ
け
を
抽
出
す
る
、

色
分
け
・
抽
出
し
た
地
図
を

印
刷
す
る
な
ど
の
作
業
が
効

率
的
に
行
え
ま
す
。

こ
う
し
た
機
能
は
Ｊ
Ａ
に

と
っ
て
も
便
利
で
す
。
栃
木

県
の
Ｊ
Ａ
か
み
つ
が
日
光
営

農
経
済
セ
ン
タ
ー
は
、
無
人
ヘ

リ
で
防
除
す
る
約
６
０
０
０

枚
の
水
稲
圃
場
を
Ｚ‐Ｇ
Ｉ
Ｓ

に
入
力
し
、
共
同
防
除
の
申

し
込
み
や
集
計
の
労
力
を
大

幅
に
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

担
い
手
の
大
規
模
化
に
伴

い
、
白
地
図
に
圃
場
を
手
書

き
す
る
従
来
の
方
法
で
は
、

作
付
け
や
作
業
の
情
報
管
理

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
Ｚ

‐Ｇ
Ｉ
Ｓ
®
」
を
利
用
す
る
と
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
電
子
地

図
と
Ｍ
ｉｃｒｏｓｏ
ｆ
ｔ 

Ｅｘｃ

ｅ
ｌ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
ひ
も

付
け
し
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
営
農

情
報
を
管
理
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
作
物
別
に
地
図
を

色
分
け
す
る
、
今
週
防
除
す

ほ 

じ
ょ
う

そ

さ
いま
し
た
。Ｊ
Ａ
に
出
荷
す
る
蔬

菜
組
合
の
圃
場
を
Ｚ‐Ｇ
Ｉ
Ｓ

に
登
録
し
生
産
状
況
を
管
理

す
る
、
水
稲
新
品
種
の
栽
培

圃
場
を
入
力
し
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー

と
共
有
す
る

な
ど
、
各
地

で
活
用
が
進

ん
で
い
ま
す
。

Ｚ－ＧＩＳ®の
詳細はこちら

　農
家
の
高
齢
化
や
労
働
力
不
足
が
深
刻
に
な
る
中
、

農
作
業
の
効
率
化
や
省
力
化
は
喫
緊
の
課
題
と
な
り
、

課
題
解
決
の
方
策
と
し
て
ス
マ
ー
ト
農
業
に
期
待
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
全
農
は
、
独
自
の
営
農
管
理
シ
ス
テ

ム「
Z-

G
I
S
®
」の
普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
耕
種
総
合
対
策
部
】

【
耕
種
資
材
部
】

「
ザ
ル
ビ
オ
®フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」

で
作
成
し
た
施
肥
マ
ッ
プ
を
も
と
に
可
変

散
布
が
可
能
な
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
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発行／全国農業協同組合連合会　2021年（令和3年）4月26日発行（毎週月曜日発行）
第3355号　編集・発行人／広報・調査部　新妻成一　
〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局） 毎週木曜日23：00～23：06
全農の食の応援団「虹のコンキスタドール」が農業部の部員となり
食と農の魅力を発信します！

ＪＡ熊本うきっ子ショップ

JA全農のインターネットショッピングモール

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

　鮮やかなオレンジ色の果肉が目を引く、熊本県宇城地域オ
リジナルメロン「オレンジハート」。5月上旬から5月下旬の、
わずかな期間で収穫されるJA熊本うきのプライベートブラン
ドメロンです。「オレンジ色に真心(ハート)を込めて」という思
いから名付けられました。
　糖度は16度以上で、とろける食感と果汁が甘さを引き立
てます。肉質はきめ細かで、口当たりの良さも絶品です。
　母の日シール＆メッセージカード＆リボンをお付けしますの
で、お母さんへの贈り物におすすめです。
※5月8日～9日の間での発送となります。

【母の日ギフト】 オレンジハートメロン 
２玉……4480円（税込）

仙台・都内の直営飲食店舗で、「仙台牛」と「だて正夢」が
味わえる「宮城県産食材フェア」開催

　宮城県が誇る全国屈指のトップブランド「仙台牛」をはじめ、とびきりの甘みと
もっちり食感のプレミアムブランド米「だて正夢」、糖度と酸度のバランスが良く
すっきりとした甘さが特長のイチゴ「もういっこ」など、“宮城県産食材”を使用し
た特別メニューを各店舗で提供します。
　コロナ禍の影響で、外食での消費割合が高かった「和牛」や「業務用米」の需
要が激減しています。フェアでは、「仙台牛」や「だて正夢」のおいしさを存分に
楽しめる料理を楽しんでもらうことで、和牛やお米の消費拡大を目指します。

　新潟県本部が事務局を務める「にいがた園芸農産物宣伝会」は、県産ブランドいちご「越
後姫」のプロモーション動画を動画投稿サイトYoutubeで公開しています。【新潟県本部】
　昨今のコロナ禍で店頭やイベントでの試食販売が難しい中、「越後姫」の魅力を県内外
の人に知ってもらうため、「越後姫」を主役にした動画を制作しました。赤 と々熟した越後
姫が生産者の手で収穫されて店頭に並び、食卓で子どもの口に運ばれるまでをストーリー
仕立てにしました。また、軽快なラップ調の曲に乗せて、越後姫のおいしさや選ぶポイン
トなどを紹介しています。動画は県内量販店のイチゴ売り場でもシーズン終盤（5月下旬）
まで流す予定です。
　果肉が軟らかく、甘くてジューシーなプリンセス（越後姫）は、JAタウンからも購入が可
能です。ぜひこの機会にお召し上がりください。

　全農は宮城県仙台市と東京都内の直営飲食店舗4店舗で、5月16日まで「宮
城県産食材フェア」を開きます。 　　　　　　　　【フードマーケット事業部】

仙台牛のローストビーフ丼（みのりカフェ エスパル仙台店）

仙台牛のローストビーフサンド（みのりカフェ 三越銀座店）

【メニュー提供概要】
令和３年４月２２日（木）～５月１６日（日）期 間

実施店舗 みのりカフェエスパル仙台店、グリルみのるエスパル仙台店、
みのりカフェ三越銀座店、みのる食堂三越銀座店

Ｗｅｂサイトは
こちら

※銀座店の仙台牛メニューは土日祝数量限定
※新型コロナウイルス感染拡大の影響によりフェア開催内容が変更となる場合があります。

今が旬！「えちごのいちごのプリンセス♪ 越後姫」動画公開中

JA全農にいがた You Tubeチャンネル
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仙台・都内の直営飲食店舗で
「宮城県産食材フェア」
（フードマーケット事業部）

今が旬！「えちごのいちごのプリンセス♪
越後姫」動画公開中（新潟県本部）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＪＡ熊本うきっ子ショップ

6-7面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

2
面

8

Web
限定

ハウスぶどう統一販売スタート
（山梨県本部）

「令和２年度ＪＡ全農多収コンテスト」
開催（米穀生産集荷対策部）

パックごはん事業に参入（米穀部）

福岡の高校生に八女茶配布
（福岡県本部）

「全農酪農セミナー2020」をWeb開催
（畜産生産部）

JAふくしま未来で
「訪問活動スキルアップ研修会」
（東北営農資材事業所）

海外拠点便り
全農グリーンリソース・タイ株式会社

4

5

2

3

生産基盤強化、品質保持に向けて稼働した野菜広域センター（２面）

全農とっとり野菜広域センター竣工
（鳥取県本部）

2021 4.26vol.959

Z-GISで共同防除の対象圃場を管理してい
るＪＡかみつが（6面）

ＪＡ加美よつばラドファが製造するパックごはん
（３面）
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